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K2 University
生成AIワークショップ
カリキュラムのご案内



1. 業務プロセス可視化ワークショ
ップ (1日間)

業務でテクノロジーを使うメリットを学び
ます。フローチャートを使ってご自身の業
務を可視化することで、改善ポイントやデ
ジタル技術の適用ポイントを見つけていた
だきます。

]

2. AIで磨く要件定義力スキルアッ
プワークショップ (2日間)

要件定義の重要性と進め方を理解し、RFP
や提案書の共有、ヒアリング、要件定義書
作成、レビューまでの一連の流れを、生成
AIを活用しながら実践的に学ぶことで、実
務で活かせる要件定義力を身につけます。

3. 生成AI活用エンジニア育成
〜開発業務編〜 (1日間)

AI駆動開発の進め方を理解し、要件をAIに
伝えるためのプロンプト設計、Javaコード
生成・補完、生成コードの修正・デバッグ、
テストケース作成などの実務を、ワークシ
ョップを通じて体験的に学びます。

K2 University 生成AIワークショップカリキュラム概要
これから生成AIを活用した業務改善を始められる方から、要件定義や開発実務において最新のAI駆動手法を習得されたいSAP、ServiceNow、Salesforceをは
じめとするIT専門人材の方まで、役割に応じた最適なトレーニングをご用意しました。下記の3つのトレーニングをご用意しております。

特定のベンダーツールに固定せず、業務で必要なプロンプト知識や開発手法を実践で学ぶことができます。全てのトレーニングはリモート対応しており、一社

向けでのご対応となります。



私

これから生成AIを活用した業務改善を始められる方
ねらい
実際に手を動かしてAIの便利さを体感することで「使い方が分から
ない」という不安を払拭し、AIを相棒として業務に組み込む前向き
なマインドセットを醸成すること。

ゴール
自身の業務プロセスをフローチャートで可視化し、どこにAIを適用
すれば効果的かを自ら見極める「業務デザイン力」と、明日からす
ぐに使える実践的なAIスキルを習得すること。

SAP、ServiceNow、Salesforceをはじめとする
IT専門人材の方
ねらい
エンタープライズSaaS領域において、要件定義などの上流工程から
コーディング、テスト、デバッグに至るまで、AI駆動（AI-
Driven）のアプローチを実務プロセスに組み込むこと。

ゴール
圧倒的なスピードと精度で手戻りの少ない高品質なシステム構築を
実現し、ネイティブAI時代においてプロジェクトを牽引できる専門
人材として市場価値を大きく引き上げること。

業務プロセスの可視化とAI適用

AI要件定義・開発スキルの実
践

プロジェクト現場での自

律化と定着

圧倒的なプロジェ

クト価値の創出

エンタープライズ AIの
真の価値を引き出す

K2Uの専門人材
ステップアップ・

ジャーニー

本研修の「ねらい」
と「ゴール」

ステップアップの位置づけ

新規資格取得等によって標準機能や詳細設定

を習得された方の次のステップアップ、およ

び実際のプロジェクト参画に向けた実践準備

として最適です。また、既に現場で活躍され

ている既存エンジニアの方にとっても、現在

参画中のプロジェクトにおけるさらなるスキ

ルアップを図ることができます。



1. 業務プロセス可視化ワークショップ

● コース名称: 業務プロセス可視化ワークショップ

● 期間: 1日間

● 概要:

業務でテクノロジーを使うメリットを学びます。

フローチャートを使ってご自身の業務を可視化することで、改善

ポイントやデジタル技術の適用ポイントを見つけていただきます。

● 学習目標:

業務の流れを整理し、どこを見直せば効率化できるかを自分で見

極められるようになるテクノロジーを活用して、日々の業務を見

える化し、改善の打ち手を具体化できるようになる業務フローを

自ら描き、周囲にわかりやすく共有・提案できるようになる

● 演習: なし

● 前提条件/対象: 若手社員〜

1日目

午前

• オープニング (目的、ゴールの共有)

• テクノロジー利用の必要性

• テクノロジー利用例

午後

• 業務を可視化する

• ワークショップ

- 業務の整理

- 業務フローチャートの作成＆発表



2. AIで磨く要件定義力スキルアップワークショップ

● コース名称: AIで磨く要件定義力スキルアップワークショップ

● 期間: 2日間

● 概要:

要件定義の重要性と進め方を理解し、RFPや提案書の共有、ヒア

リング、要件定義書作成、レビューまでの一連の流れを、生成AI

を活用しながら実践的に学ぶことで、実務で活かせる要件定義力

を身につけます。

● 学習目標:

• 要件整理や文書作成の精度とスピードが向上し、手戻りの少ない

進め方ができるようになる

• ヒアリング内容やRFPをもとに論点を整理し、より的確に要件へ

落とし込めるようになる

• AIを活用したレビューやブラッシュアップにより、要件定義の質

を高めながら効率的に進められる

● 演習: あり

● 前提条件/対象: 中堅社員〜

1日目 2日目

午前

• 要件定義の重要性

• 要件定義書の構成

• ワークショップ

- RFPの共有 / 提案書
の共有

• ワークショップ
(続き)

- 要件定義書作成

- 中間報告

午後

• ワークショップ (続
き)

- ヒアリング

- 要件定義書作成

• ワークショップ
(続き)

- 要件定義書
ブラッシュアップ

- 発表



3. 生成AI活用エンジニア育成〜開発業務編

● コース名称: 生成AI活用エンジニア育成〜開発業務編〜

● 期間: 1日間

● 概要:

AI駆動開発の進め方を理解し、要件をAIに伝えるためのプロンプ

ト設計、Javaコード生成・補完、生成コードの修正・デバッグ、

テストケース作成などの実務を、ワークショップを通じて体験的

に学びます。

● 学習目標:

• 要件整理から実装・テストまでをAIで支援できるようになり、開

発スピードを高められる

• プロンプト設計や生成コードの修正・デバッグの考え方を身につ

け、実装品質と再現性を向上できる

• AI駆動開発を実務に取り入れることで、手戻りを減らし、付加価

値の高い開発に時間を使えるようになる

● 演習: あり

● 前提条件/対象: 新入社員〜 (ITエンジニア向け)

1日目

午前

• 開発業務での生成AIの役割

• 開発業務での生成AI活用例

• ワークショップ

- AI駆動開発の進め方の整理

午後

• ワークショップ (続き)

- 要件をAIに伝えるためのプロンプト
設計

- Javaコード生成と補完 / 生成コードの
修正・デバッグ

- テストケースの作成 / テスト観点の
整理



価格表

トレーニング名称 期間 1開催価格 (税抜) 最大受講人数

1. 業務プロセス可視化
ワークショップ

1日 ¥ 300,000 20 名様まで

2. AIで磨く要件定義力
スキルアップワークショップ

2日 ¥ 900,000 30 名様まで

3. 生成AI活用エンジニア育成
〜開発業務編〜

1日 ¥ 675,000 20 名様まで

※ 全てのトレーニングは一社向けでのご対応となります。



A K2 Partnering Solutions company.

Thank you!
定着（アドプション）の壁を、乗り越えるために。

組織と人材の変革におけるレディネスについて、

ぜひお気軽にご相談ください。

K2 University Japan

お問い合わせ先：

Web: https://k2partnering.jp/service/university/
Mail: k2uni-sap@k2partnering.com
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